
令和5年度定時総会開催
「いつまでも輝き続け、仲間とともにシルバー活動」

令和5年度 全体班長会ならびに会員互助会代議員会 開催
　4月26日 上田市交流文化芸術センター（サントミューゼ）において、上田地
域シルバー人材センターの標記会議が開催されました。
　全体班長会では、関惠滋理事長の開会挨拶で、減少傾向にある会員の新たな
確保や、中期基本計画への取組に対する班長への協力依頼が述べられました。
　また、協議事項では、｢班の役割とその活動について｣｢定時総会について｣｢令
和4年度事業報告｣｢令和5年度事業計画｣が説明され、いづれも了承されました。
　続いて、会員互助会代議員会が開催され、宮原保会長の開会挨拶では、令和
5年度は、必要に応じ感染防止の諸対策を講じて、事業計画に沿って諸活動を
展開して行くと述べられました。
　また、議事に入り、令和4年度会員互助会事業報告・決算報告ならびに令和
5年度会員互助会事業計画･予算の説明がなされ、いづれも承認されました。

宮原 保 会長 挨拶

関 惠滋 理事長 挨拶

発生日 地区 性別 年齢 事故種類 事 故 の 原 因 ・ 内 容
4月  4日 上田 男 70 傷害 荷物を受け取ろうとして足がもつれ転倒し、ねん挫した
5月29日 上田 男 76 賠償 通過した軽自動車に石が飛びリヤガラスを破損した

　5月26日（金）上田市交流文化芸術センター
（サントミューゼ）大ホールにおいて、令和5年
度上田地域シルバー人材センター定時総会が
会員の送迎など4年ぶりにほぼコロナ前の総会
運営方法により、昨年度に続き、全会員に参加
を広めて開催されました。
　関 惠滋理事長は、開会のあいさつで
　『当センターは会員数、受注金額とも長野県
内ではトップ、全国でも上位の活動実績をあげ
ている。昨年度の事業実績は、請負・委任事
業では、新型コロナの影響が残る中で公共の仕
事が減少となったが、一般家庭や民間企業につ
いては経済の回復により仕事が増加した。派遣
事業は円安や物価の高騰で仕事が減ったが、全
体の契約実積は10億9,100万円余となり、前
年度を上回ることができた。一方会員数の減
少は解決していないなどと昨年度を振り返った
あと、令和5年度は、地域の要望に応えるため、

会員の拡大を図る。
　昨年度の事故件数は、前年度よりやや減少
したものの事故の多くは草刈り作業における飛
び石事故でした。また、植木剪定作業等でク
レームや賠償を求められる事例もあった。就業
に際しては、発注者との打合せ・記録を残すこ
と、初心を忘れず、ひと手間を惜しまないこと等、
安全を優先にした仕事をしていただくとともに
健康に留意し元気に就業してほしい』
と述べました。
　今年度も、10年勤続会員と就業開拓・会員
拡大活動の表彰式を行った後、議事に入り、各
議案が承認、議決さ
れました。
　また、今総会では
欠員に伴う1人の理
事が承認されました。

就業情報案内　新携帯メール配信　に登録しましょう！
ueda003@sjc.ne.jpにメールを送信してください。
タイトルはメール登録　本文には会員氏名を記載のうえ送信してください。
ueda-silver@raiden3.ktaiwork.jpより情報が配信されます。
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上田地域シルバー
だより

理 事 会 報 告
■ 4月28日開催 ■
◎承認事項　
●議案第１号　新規会員の承認について
　4月の新規会員31人が承認されました。
　3月末の会員数は1,903人でした。
●議案第2号　令和4年度事業報告（案）について

定時総会に提出する事業報告が提案され、承
認されました。

●議案第3号　令和4年度収支決算報告について
定時総会に提出する収支決算報告が提案さ
れ、承認されました。

●議案第4号　役員（理事）の定時総会への推薦
について
定時総会において推薦される候補者が提案
され、承認されました。

●議案第5号　永年勤続会員及び就業開拓・会
員拡大表彰について
定時総会における表彰者が提案され、代表者
による表彰が承認されました。
◎審議事項・報告事項
○令和4年度の事業実績は前年度比100.6%で

した。

○3月末の未収金は、19件ありました。
○令和5年度定時総会の開催について
　通常通りの開催となり議案書について説明が

ありました。
○令和4年年度末の事故報告は20件（前年度比

－3件）でした。
○4月の役員・各委員長の活動報が報告されま

した。

■５月１5日開催■
◎承認事項
●議案第1号 令和5年度定時総会議案書について

前回理事会において承認された定時総会議
案書が郵送済みであることが報告されました。
◎審議事項・報告事項
○定時総会の運営について
　総会当日の準備と役割について確認しました。
○4月末の未収金は20件ありました。
○5月の事故報告はありませんでした。
○5月の役員・各委員長の活動報が報告されま

した。

（4）　2023年（令和5年） 6月20日 上田地域シルバーだより　241号

（令和4年度安全標語　最優秀賞） 



会員数
（R5.4/30 現在）

1,839 人
総 会 出 席 者 数   453 人

会員数に対する
それぞれの割合

24.6%

委任状提出者数 1,019 人 55.4%

過半数   920 人 合　計 1,472 人 80.0%

令和 5 年度 定時総会への参加状況

　超高齢社会に向かう中で、65歳以上を一律に「高齢者」と見る一般的な傾向が現実的なもので
なくなりつつあることを踏まえ、70歳やそれ以降でも個々の意欲・能力に応じた力を発揮でき
る社会環境づくりにおいて、シルバー事業はますますその役割を果たすことが求められていま
す。人生100年時代を見据え、シルバー人材センターの重要性と地域社会の期待は一層大きく、
就業機会の開拓・拡大が必要となっています。
　「中期基本計画」では、より活力に満ち、地域に根差したセンターづくりを目指す中で、センター
が抱える課題を解決すべく重点的な取組みをまとめています。
　会員数は、減少傾向が続いており、人手不足分野や地域課題を補う役割が期待される当セン
ターも、会員不足からご依頼に対応できないケースが増えてきています。
　特に、技術を持った会員の高齢化と退会により剪定・除草などができる会員が減少し、依頼
を受けることができない状況が増えています。
　また、新規入会者の平均年齢も69.5歳と高齢化したことを踏まえれば、70歳から働き続ける
ことができる新たな環境を整備していくことは、シルバー人材センターにとって大きな課題と
なります。
　このような現状を踏まえ、引続き会員の拡大を最重点課題として「会員拡大特別対策事業」に
取り組みます。また、会員主体の組織運営を目指し、「シルバーポイント制」を推進して諸事業へ
の積極的な参加を促し、地区班活動が活発な活動となるよう支援していきます。そして、就業
開拓運動、会員拡大運動に引続き取り組むとともに、積極的に女性会員の確保に向けた活動に
取り組みます。
　「安全はすべてに優先する。」という安全就業の原点をもう一度確認しながら、会員全員の安全
意識の向上を図り、事故ゼロを目指した安全就業対策を進め、「適正就業ガイドライン」を遵守し
て、適正な請負業務の徹底を図ります。
　また、健康管理や増進活動に取り組み、「いつまでも元気で働き続けることができる」シルバー
就業への意識づくりや、会員の義務でもある安全講習会への参加について、積極的に働きかけ
を行っていきます。
　「シルバーだより」を通じた、情報提供や「携帯ショートメッセージ配信システム」ICTの活用
を推進するため会員の積極的な利用を図り、また、インボイス制度によってセン
ターが受ける影響と課題について、解決する方法を検討していきます。
　基本目標として、会員拡大、業務拡大、適正就業、安全意識の向上と健康増進、
資質や技能の向上など、5つを掲げて取り組んでいきます。

令和5年度 事業計画（報告第１号）

　5月23・24日の2日間にわたり、真田の郷のガイド検定が
行われ、10期生7人が日頃の努力の成果を発揮し、見事全員
合格することができました。今回の検定にて「上田城」「城下町」
「別所温泉」「塩田の郷」「真田の郷」が終了したことになります。
　検定が終了した10期生にインタビューしたところ、「令和2
年度からの研修・検定は長かったが、より深い知識を得るこ
とができた。今後ここで得られた知識を上田を訪れるお客様
にしっかりお話したい」と話されていました。
　長期にわたりご指導なさった研修･検定委員のみなさん、あ
りがとうございました。また、10期生の皆さんたいへんお疲
れ様でした。

観光ガイド班 真田の郷ガイド検定が行われる

新理事紹介

10年勤続表彰
　　　（86名）

就業開拓表彰
　　　（ 4名）

会員拡大表彰
　　　  （6名）

　この度の定時総会で、理事に就任いたしました北島大志と申します。
　新型コロナの5類移行により3年超受けていた制約ない日常が戻ってき
ました。社会課題の少子高齢化の進展と共に、コロナ後の急速な経済回復
により、人手不足感が強まり、アクティブシニアの多様な能力を活かすシ
ルバー人材センターへの期待が高まっています。微力ながらセンターの発
展に向け、お役に立てるよう努めてまいりますので、よろしくお願いします。

　10年間をふり返り長かった様な、短かった様な、又あっという間だっ
た様な年月だった様な気が致します。まず大した事故も大病もなく過ご
せた事、そしてシルバー人材センターの皆様方なくてはとても仕事して
いけなかった事は間違いありません。本当に感謝しております。又これ
からも体のつづくかぎり仕事を頑張ってまいりたいと思っております。
今後ともよろしくお願い致します。

　この度は、個人別開拓者大勢いる中で表彰され大変恐縮しております。
今後も一会員として一件でも多く開拓するように努力したいと思います。
私も高齢になり、最近作業をしていて体の衰えを感じるようになり、お
客様に迷惑がかかっているのでは？と思うようになり心配です。
　良いお客様に恵まれ、又仕事を一緒にやっている友にも恵まれ毎日楽
しく作業をしている次第です。

　会員拡大表彰をいただきました 6名を代表し、感謝申し上げます。
　会員が減っているというお話を総会や懇談会などでお聞きし、ポイン
ト制度もあることから何とか協力したいとの思いで声掛けをしています。
　これからもシルバーでみんなが楽しく過ごせるように、沢山の仲間を
増やしていきたいと思います。

（2）　2023年（令和5年） 6月20日 上田地域シルバーだより　241号 上田地域シルバーだより　241号 　2023年（令和5年） 6月20日　（3）

北島 大志

鈴木 五十子

片　十郎

相馬 代子

新理事・受賞者のあいさつ

上田市福祉部長

代表者

代表者

代表者
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北島 大志

鈴木 五十子

片　十郎

相馬 代子

新理事・受賞者のあいさつ

上田市福祉部長

代表者

代表者

代表者



令和5年度定時総会開催
「いつまでも輝き続け、仲間とともにシルバー活動」

令和5年度 全体班長会ならびに会員互助会代議員会 開催
　4月26日 上田市交流文化芸術センター（サントミューゼ）において、上田地
域シルバー人材センターの標記会議が開催されました。
　全体班長会では、関惠滋理事長の開会挨拶で、減少傾向にある会員の新たな
確保や、中期基本計画への取組に対する班長への協力依頼が述べられました。
　また、協議事項では、｢班の役割とその活動について｣｢定時総会について｣｢令
和4年度事業報告｣｢令和5年度事業計画｣が説明され、いづれも了承されました。
　続いて、会員互助会代議員会が開催され、宮原保会長の開会挨拶では、令和
5年度は、必要に応じ感染防止の諸対策を講じて、事業計画に沿って諸活動を
展開して行くと述べられました。
　また、議事に入り、令和4年度会員互助会事業報告・決算報告ならびに令和
5年度会員互助会事業計画･予算の説明がなされ、いづれも承認されました。

宮原 保 会長 挨拶

関 惠滋 理事長 挨拶

発生日 地区 性別 年齢 事故種類 事 故 の 原 因 ・ 内 容
4月  4日 上田 男 70 傷害 荷物を受け取ろうとして足がもつれ転倒し、ねん挫した
5月29日 上田 男 76 賠償 通過した軽自動車に石が飛びリヤガラスを破損した

　5月26日（金）上田市交流文化芸術センター
（サントミューゼ）大ホールにおいて、令和5年
度上田地域シルバー人材センター定時総会が
会員の送迎など4年ぶりにほぼコロナ前の総会
運営方法により、昨年度に続き、全会員に参加
を広めて開催されました。
　関 惠滋理事長は、開会のあいさつで
　『当センターは会員数、受注金額とも長野県
内ではトップ、全国でも上位の活動実績をあげ
ている。昨年度の事業実績は、請負・委任事
業では、新型コロナの影響が残る中で公共の仕
事が減少となったが、一般家庭や民間企業につ
いては経済の回復により仕事が増加した。派遣
事業は円安や物価の高騰で仕事が減ったが、全
体の契約実積は10億9,100万円余となり、前
年度を上回ることができた。一方会員数の減
少は解決していないなどと昨年度を振り返った
あと、令和5年度は、地域の要望に応えるため、

会員の拡大を図る。
　昨年度の事故件数は、前年度よりやや減少
したものの事故の多くは草刈り作業における飛
び石事故でした。また、植木剪定作業等でク
レームや賠償を求められる事例もあった。就業
に際しては、発注者との打合せ・記録を残すこ
と、初心を忘れず、ひと手間を惜しまないこと等、
安全を優先にした仕事をしていただくとともに
健康に留意し元気に就業してほしい』
と述べました。
　今年度も、10年勤続会員と就業開拓・会員
拡大活動の表彰式を行った後、議事に入り、各
議案が承認、議決さ
れました。
　また、今総会では
欠員に伴う1人の理
事が承認されました。

就業情報案内　新携帯メール配信　に登録しましょう！
ueda003@sjc.ne.jpにメールを送信してください。
タイトルはメール登録　本文には会員氏名を記載のうえ送信してください。
ueda-silver@raiden3.ktaiwork.jpより情報が配信されます。

STOP
事故

令和5年度　事故報告 （令和5年4月１日～令和5年5月31日）　安全適正就業委員会

配分金及び派遣給与の振込日
5月分▶6月20日（火）　  6月分▶7月20日（木）  　7月分▶8月21日（月）5月分▶6月20日（火）　  6月分▶7月20日（木）  　7月分▶8月21日（月）

元気と笑顔と気配りで　今日も一日　安全作業

リフォーム班の販売

関  惠滋 理事長

堀  長雄 議長堀  長雄 議長

公益社団法人上田地域シルバー人材センター
長野県上田市常磐城三丁目2番10号
TEL.（0268）23-6002　FAX.（0268）26-4828
ホームページ：https://webc.sjc.ne.jp/uedasc/   
E-mail : uedasc@sjc.ne.jp
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会員数　男1,198名　女641名　計1,839名　5月31日現在

公益社団法人上田地域シルバー人材センター
長野県上田市常磐城三丁目2番10号
TEL.（0268）23
ホームページ：https://webc.sjc.ne.jp/uedasc/   

上田地域シルバー
だより

理 事 会 報 告
■ 4月28日開催 ■
◎承認事項　
●議案第１号　新規会員の承認について
　4月の新規会員31人が承認されました。
　3月末の会員数は1,903人でした。
●議案第2号　令和4年度事業報告（案）について

定時総会に提出する事業報告が提案され、承
認されました。

●議案第3号　令和4年度収支決算報告について
定時総会に提出する収支決算報告が提案さ
れ、承認されました。

●議案第4号　役員（理事）の定時総会への推薦
について
定時総会において推薦される候補者が提案
され、承認されました。

●議案第5号　永年勤続会員及び就業開拓・会
員拡大表彰について
定時総会における表彰者が提案され、代表者
による表彰が承認されました。
◎審議事項・報告事項
○令和4年度の事業実績は前年度比100.6%で

した。

○3月末の未収金は、19件ありました。
○令和5年度定時総会の開催について
　通常通りの開催となり議案書について説明が

ありました。
○令和4年年度末の事故報告は20件（前年度比

－3件）でした。
○4月の役員・各委員長の活動報が報告されま

した。

■５月１5日開催■
◎承認事項
●議案第1号 令和5年度定時総会議案書について

前回理事会において承認された定時総会議
案書が郵送済みであることが報告されました。
◎審議事項・報告事項
○定時総会の運営について
　総会当日の準備と役割について確認しました。
○4月末の未収金は20件ありました。
○5月の事故報告はありませんでした。
○5月の役員・各委員長の活動報が報告されま

した。
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